
宇宙インフラに関する施策
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GPS衛星

Ａ．測位衛星

準天頂衛星

出典：ＪＡＸＡ

出典：Lockheed Martin 

出典：Lockheed Martin 

出典：Lockheed Martin 

出典：Lockheed Martin 

スマホ
Positioning

カーナビ
Navigation

時刻
Timing

出典：セイコーウォッチ

GPS時計金融市場

Ｂ．リモートセンシング衛星

出典：JSI

GeoEye-1（光学） TerraSAR-X（レーダ）

出典：DLR

出典： DigitalGlobe社HP
（2011年3月14日に撮影
された福島第1原発の画
像）

出典：JAXA／
国土地理院（東
日本大震災に伴
う地殻変動を示
したALOS「だい
ち」のSAR干渉
画像）

出典： 気象庁HP（気象
衛星「ひまわり」の画像）

レーダ光学

BS放送

Ｃ．通信・放送衛星

衛星通信（一例） 衛星放送

出典:KDDI

通信衛星を利用した
現場からの報道中継

出典:三菱電機

出典:NHK

衛星携帯電話

出典:Thuraya

衛星の種類

通信衛星 放送衛星

出典：三菱電機 出典：Lockheed Martin出典：スカパーJSAT 出典：Lockheed Martin 

42



測位衛星（GPS等）
時刻情報、衛星の
軌道情報等を送信

衛星から地上への
一方向送信

４機以上の衛星から
信号を受信して
位置と時刻を決定

衛星測位のしくみ

○衛星測位は、人工衛星からの信号

を受信することにより地上の位置・

時刻を特定する技術

○３次元情報と時刻情報の４つのパ

ラメータを計算する必要があるため、

位置特定には最低４機の人工衛星か

ら信号を受信

○米国ＧＰＳは、米国国防総省が運

用している３０機程度の人工衛星か

ら構成されるシステムで、各人工衛

星は高度約２万ｋｍ上空を１２時間

で地球を１周している

（x,y,z,t）
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測位衛星分野の国際動向と日本の位置付け

準天頂衛星
（日本）

GPS衛星
（米国）

ガリレオ衛星
（欧州）

北斗衛星
（中国）

IRNSS衛星
（インド）

GLONASS衛星
（ロシア）

出典：ＪＡＸＡ
出典：Lockheed Martin 出典：NPO PM 

出典：Astrium 出典：CAST
出典：ISRO

我が国は民生用として世界最大規模のGPS利用国。
GPSの補強・補完を目的とした日本独自の準天頂衛星システムを開発し、初号機「みちび
き」を2010年9月に打上げ。
「実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的な考え方」（平成２３年９月３０日閣議決
定）において、2010年代後半を目途にまずは4機体制を整備し、将来的には、持続測位
が可能となる7機体制を目指すこととした。
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静止軌道

準天頂軌道

赤道面

○静止軌道
赤道面上にあり、高度約36,000kmの円軌道で、地球の自転と同期して約24時間で
1周する軌道。そのため、衛星は地上からは静止したように見える。

○準天頂軌道
静止軌道に対して軌道面を40～50度傾けた楕円軌道で、地球の自転と同期して
約24時間で1周する軌道。子午線（日本の場合は東経135度（明石市））の近傍上空を
南北に往復する。

■ 準天頂軌道衛星の地上軌跡
（衛星の地上直下点が描く軌跡）

日本

■静止軌道と準天頂軌道

準天頂衛星の整備
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年度
H24
（2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

H31
(2019)

H32～H44

(2020～2032)

衛星システム

地
上
シ
ス
テ
ム(

P
F
I

事
業)

総合システム

地上システム

主管制局

追跡管制局

監視局

契約（3月）

契約（3月） 基本/詳細設計基本/詳細設計 整備整備

製造

試験

設計/製造

試験

試験

地上システム総合試験

総合システム設計

◆衛星システムについては、平成２６年度に基本設計が完了予定。その後、詳細設計を平成２６年後半を目処
に完了し、本格的な製造に着手予定。

◆ また、地上システム・衛星システムを含めた「総合システム設計」が平成２６年度前半に完了予定。

準天頂衛星システムの進捗状況と想定スケジュール

測位チューニング等

打上げ前試験

総合システム検証

H30年度よりサー
ビスの運用開始

利用拡大方策の策定/実施

３機打上げ

基本/詳細設計

設計/製造
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測位衛星

鉄
道 車

両

農
機
・
建
機

船
舶

公共測量・民
間測量・
地積測量

パーソナルナビゲーション

緊急通報
（110番、119番等）

民間警備
金融取引

機器制御

今日、測位衛星の利用は、様々な省庁（所管産業界等を含む。）で広く行われている。

（国土交通省、法
務省）

捜査活動

（防衛省） （警察庁）

（国土交通省）

（農林水産省、国土交通省）

（警察庁、消防庁、国土交通省）

※ その他、野生生物の行動
把握などにも活用

航空＊

＊現在我が国が運用中の航空支援衛星
による航法補強システム(MSAS)も活用

安全保障

測位衛星の用途
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主な利用例

国土地理院
電子基準点

センチメータ級補強(民生利用の例）
宇宙システム（衛星）

地上システム

内
閣
府
が
整
備

IT農業
自動化のための農耕機
材の精密位置決め、場
所ごとの土壌によって捲
く肥料の変更 等

情報化施工
建機の自動化、施工管
理の効率化による工期
の短縮 等

精密測量
山間部等の携帯電話
サービスエリア外等で
の準リアルタイムの測
量の実施 等

センチメータ級補強信号
電子基準点データを元に補強信号を作成
し、準天頂衛星から測位信号と共に送信
することで、静止～移動体の利用者がセ
ンチメータ級の精度の測位を可能にする。

全国の電子基準点（全
1240点）全点を準天頂
衛星対応に改修済
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JAVAD社製品
DELTA / SIGMAシリーズ

GARMIN社製品
ForeAthlete 910XTJ

準天頂衛星「みちびき」対応の測位受信機(例）

エプソン社製品
ランニングウォッチＳＦシリーズ(４機種)
（GPS/QZSS(L1C/A) 対応）

（参考）QSSのHP http://www.qzss.jp/products/index.html

Panasonic社製品
カーナビStradaR300シリーズ（３機種）
カーナビGorillaシリーズ（７機種）
（GPS/QZSS(L1C/A) 対応）

・準天頂衛星におけるGPSを補完する機能を利用した機器は既に商品化済。
・複数の国内メーカが対応。未対応のメーカも、世代交代時に逐次対応予定。

Trimble社製品
NET-R9
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準天頂衛星システムに対応した受信機や、アプリケーション開発が進み、2018年のサービスインまで
に、準天頂衛星システムの利用環境が整い、多くの人々に利用されることを目的とします。

■ドキュメントの説明
① 「準天頂衛星システムサービス パフォーマンススタンダード」
⇒ 準天頂衛星システム全体の性能や信頼性などの情報を記載

② 「準天頂衛星システムサービス ユーザインタフェース仕様書」
⇒ 準天頂衛星と受信機間のインタフェース仕様やサービス仕様などの技術情報を記載

「準天頂衛星ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ パフォーマンススタンダード/ユーザインタフェース仕様書」の公開
準天頂衛星システムに対応した受信機チップや受信機、ユーザ アプリケーションの開発に必要な技術情
報を提供します。

準天頂衛星システムサービス
・パフォーマンススタンダード
・ユーザインタフェース仕様書

利用拡大に向けた取組例①
（ユーザインタフェース仕様書等の公開）
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